
鶏の閉鎖群青穫佗よる後代調奄  

用）ロード㌣系統忙ついて  

名 倉 清 一  斉 藤 挙 措   

斉 藤 伝 吉  

（Ⅰ）はじめに   

当機幡鞠吐昭和58年まで白レクA、B、C、Dの4系緯、ロードK、Pの2系統、横班ロッ  

ク、ニューノ：ンブシャー、ホワイトコック軽各1系統の計1ロ系統をもち、白レクは相反反覆憤   

妓育種にもとずく改良育種を准め、その他の馬稜は系統繁殖忙エわ改良を堰めて邑たが外国萄の   

ミ埠出忙対処ナるため、昭和58年周において今岡都道府県蕃増関係施設の確鶏（白レク）から優   

良家系を抽出」同かエび地方を通qての国内肇の稀合否稚計画がたてられた。  

当囁白レクd系統（旧名称B系統）55T－7家系も卵数系の唆良家系として確定されたので、   

昭和59年匿より系統および晶慄を整理し、Ⅵ系璃の増飼を図った。また昭和40年産米同ブレ   

ンダー獲場より白レクの恥覆宗を輸入しB系統として育種を始めた。B系続姓i那ロ41年より東   

日本地区柏倉せ検定の卵軍系統として供用され、．昭和45年5月全問健良家系の卵竜茶筒として   

軸出供用掌れることと孜った。  

ロードはP系統のみとし昭和椅8年より明朝群膏使とし増網衆図り改良を獲めている。昭和41  

より東日本地区組合せ検定・供用系韓として抽出供用盲れている（  

当場基礎系統は上記5宗純に警思し、それぞれの系統の特徴を明確にし その性能の向上を図  

りつつ実用鞠生産の窄めの組合せ諒韻に供隔している。   

この5累積の市確戊横については昭和41年暖白レクd系統（旧名称B系蒼）忙ついて述べた  

ので、本年瑳はロードP系統忙ついてその緩要を報告する。  

㈹ ロード7イランドレッド種P系統甲育種概況  

（A）P系統の成立  

昭和28年塵林省が米閻より輸入したP8Tmenter系を旧大宮俺蓄牧場から昭和50年K  

譲渡譲渡を受け飼重し始めた。  

昭和54年譲渡を受けた種雛中昭和55年純系繁確忙供用した篠姓54T－122は笥1図  

に示ナとおりの血統で昭和28年輸入したP28－7、P28－18封よぴP28－55の血  

液がこく過去5代の近交係数9．58で、その子唯の能力は第1図A表のとおりてある。54T  
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ー122の薫慢兄弟潟54T－121の子雄の能力は筍1図8表のとおりで、P28－7の血  

載の楓撃なものが比較的すく■れた結果を得た？ 
． 

等∵＝司ローード7イランドレッド棺P系統造成の基と在った  

媒鞠の血璃卦エび碓代成碩  

：……二1；ニト9B－102d－ 
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誼 稗番号の記号P28は昭和28気 圏忙おいてアメリカより輸入   

したPar血占nt－er系である。  
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－122雉鶏を基とし、大宮権幕牧場の譲渡均のうちP皇8－7の血統のものを喫めるよう葱   

繋穂を行ないP系続の造成を行孜った。   

（A表）54T－122の同系交配の後代成績  

父 番 号   母 番 号  子雌調奄終了率  初夜年令  産卵個数  平均卵蒐   

54T－122  58T－1〔）05   100多   2 ロ5   2d8   5鼠1   

ク   〃   944   1D O   221   511   5d．9   

雷「及び平均  
1〔）0   21D   282  58．4   

（B表） 54T－122と異母兄弟粟隼の同系交配の後代の成碩  

父 番 号  母 番 号  子雌調査終了審  初韓日令  産卵個数  平均産卵   

54T－121  58T－9d8   10 0＿ 0   188   254   5♀ 9   

〃  ク  958   7 5，0   202 25999959 dO．5   

及計及び平均  H 【   87 5   192   255   d D．1  

8  

54T－1  

F〉ぐ＝9  

5 5T－ 
127  

F〉ぐ＝8．19  
58T  

281卵  

Fxは過去5代の近交係数  

（C表）。55T－127の同系交配の後代成縄  

父 番 号  母 番 号  子雌調査終了率  初産自令  薙卵個数  平均卵頚   

55T－127  58T－997   10 ロ．D   20 5   2 5 2   5 8．7   

ク   58T－905   d占．d   18d  2 8 7   55．0   

封及び平均  80．0   19 5   2 59   5 占．8   
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叩）顎β彗禅骨悼搾切り替えてからの成縛  

ロード7イラン′ドレッド蝕ま瑠利57年匪までは従来から飼蕃していたK系統と、昭和50   

年以降大宮唖苗鰯上り雪舟婆を受けたⅠ）系統の2系統を飼養していたが、外国鞠の急速な選出   

にて寸処するため、曙和5・【計年エりK系流を整理しP系環のみとし、飼養羽数を増し背徳方法も   

残壁の近交をさけた閉鎖群御車とした。  

（1）唱和58年の繁簡成績 一  

昭奔58年凝上記ゐ蒋痛からP素璃の倖鶉雌42羽を供用し昭和57年採取した種雄7一  

二月を焚配した。そのうちd羽；ま第2岡の示すとかり5dT－155の子雄で57T－175、  

57T－17d、57T－178、57T－179の4羽は今兄弟である。   

▼‾■■子鞋の嬬取徳1母尊当‾り了羽以上を一目僕に採覇育成した。初産開始後100ヒ澗は領海汰  

とし∴短期威喝によりその手嘩わ能力を判定し、その矧せ予算定羽数の関係もあるので次年   

度繁相に必要夜鷹低羽敬を残し、その為について閏年成禰をみ㌔その短期かよび牒年成璃   

－の家系別成域は軍1、寅、綜合成碩は第1表封よび窮2閲に示すとも、りである。その成縛を短  

得蛾簸でみると籍卵調査開始羽敷11巳羽中100日間に紹托したもの1羽でその終了導は  

992帝と強健性の高いことを示しており、覆卵賓も家系別にみてそう大きた巾もモいが．  

刑碍のやや省る家系が2家系ほどあったのでこの家系の採取iま59年壁エりー玲外し7㌔   

r2）昭和59年の繁確成増  

昭和59年繁璃に慣用した搾堆は第2図に示すとおり5．8年繁殖に使用した57T－185  

の子雄5葦（異母兄弟燭）と57T－－178の子雄1羽を兄弟雌の成碩エり熊放して懐旧し   

た。昭和58年と同じ交配、採取、調査方法によって墳施した成績は第1嚢かよび軍2図に  

示すとおりである。  

毎期戒墳を昭和58年と化腰すると調査簿了奄（域存肇）は殆んど変りモく、壕卸嘩は  

7d．9痴、10ケ月合卵範5臥9gを示し 顔卵確で約4索郎囁で2．d g向上している。初  

夜日今は198日で58年鞠より10日のぴ、体竜も2，占50gとやや大鰐と夜ったが、裡   

御覧抜は系礫の特性を明確にするため、 

（5）昭和40年の繁確成績．  

昭利40年の繁確K使用した硝煙は第2【執て示すと封b59年に使用した58T－1d5   

を本年嗟も供用し、5・8昔rl，・心るの碍曙兄弟鞠の58T－1dl、r58T－1d・9の後fE   

の荻頃が優れているので、この子ギ≡を軌真に供閂し7㌔供用雄12羽中11羽が57r－－185   

の子藤にあたるので、将来の近∃卦壁の上昇を明ぐ毒こ慄で57T－179の子鹿58で－185  

－17／l“   



を供用した。  

本年度は供用維の羽激を増し1雌当り交促する雌の教も小羽数とし近交慶の上昇を防ぐ   

ことにつとめた。1母碍当りの採取胡軌 育成方法、調査方法も前年と同様としたが．大艇   

当時の収容調合の都合上射丁をせぎるを得たい状況にあり、日照時間と合せて14時間の点   

灯を行なった。その成掛ま第1表おまび第2図のとおりである。   

産卵率は80承、初韓日令1る8日と59年と比較して産卵率は5．1多向上し、初在日令   

は5C日短縮している。初薩日令は上記の点灯（仁影響亨れた面も多分忙あると思われる。tE   

行革はち9年と殆んど差異は孜く、卵竃は599gと59年より1g向上し‘qg近h殻値   

を示した。  

41年子雌生産のための桂鶏雌の壊抜は前年同様項期成綾にエり行ったが本年匿は59年   

に引続き建碑 卵箋に頂点を封いたが若干体電をも考慮した。  

（4）昭和41年の繁殖成積  

憤卸41年の繁殖に供用した櫨麟は40年の短期成績エり子憮の調香調教、韓卵寒などを   

考堤して驚1表かよび第2闇陀示すとぉわ59Th179、59T－181の子憮を零点に   

裾！1」出資変の上昇を防ぐ意味で後代の産卵成楓．体頂は必ずしも榔旦する成緻▼で托食い   

が58で－185甲子堆2羽も供用し7㌔交配、採乳 育成、調査方法は前年と同様とし、   

その成績は節1表および萌2図のとおりである。   

短期検痘期間中の9月24日台風2d号により鞠舎1棟倒壊したため供式噂もその後移動、  

，摩飼ぃをど悪条件が電なったたぬ創班成範の産卵率は75．0％と右干低下し、卵額も58．7  

．gとわずかではあるが低下した。和佐日令は185自で40年監の1d8日よりは堰れてい   

るが．40年は初産当時の点灯の関係も参るのて58年、59年の成績と坪較ナれば若干改   

善さ九ている。体重は40年麿の毀雌喫簸陀体凌を考零したのでわずかではあるが改善され   

た。  

（5）昭和42年の繁殖成績  

昭利42年の繁確佗傍潤した雄は第1表かよび第2図忙示すとおり41年匿の短期成紙で   

子雌の能力が比較的すぐれ バラツキの巾の少をかった59T－179の子捧、，4口丁一1d5、   

4D T－1dる、4DT－1占7，上り採取してむ羽を供川し、40年暖より近文乾の上界を   

防ぐために供用した58T－185の子猟40T－155より採窮したもの2羽を傑用し   

た。種鶏雌の供用羽敬も8d羽と増し近交を享けた交配を重点とした。子雌蝶取羽数は本年   

は200羽を呂標とし191羽を採取した。育成、調査方法吐前年同様に行夜い現在は短期  

－・・・1T く ▲－   



検定酎冬了し、同年検定を実施中である。   

短期碑雇の環碩は第2団かよび第1乗のとおりである。  

第2 間  口ードP系5 4 T－12 2 の後代  

系  統  繁     殖  
昭和55年  昭和5る年   昭和57年   

唱和58年    繁確に使用した雄    繁簡に使閂した雄  繁噌に慣用した雄  鮒棚した訂  

54T－122  

57T－185  

54T－121  
5るT→，15占   

雷7T－179  

57T－184  

57－T－188  

篠  
短期  118羽  992舘  

調  初寝 日令  2〔）1  

賓  
成．積   58．5（年平均）   188  

2，247   2，4 58  

代   成 嶺     調香開始胡散かエび彗了牽   48羽         種 卵 賓  4白羽・  75喀  52羽   98，4肇  

ぴ率               成 績  擾 卵 価 敬  258   25 0   

備  考  

－17 d－   



博雅笥の喋取囲かよぴその後代調査総合戎積  

昭和59年   昭和40年   昭和41年   ㌧昭和42年   昭和45年  

繋鳩腔使用した雄  笥埴に使椚した誰  繁億に使用した珪  繁頓に使同した雄  無稽に陳腐した雄  

十∵  
58T－1d5／   41T－509  42T－512  

59T－17占  4〔】T－1る5  

59T－177  

・4OT－1dる  

58T－1（5占  59T－－17  

58ニトー1占9  

4〔で－152  4□T－1る7   

41T 
4［）T－154  

45 

彗 ＼ u ＼ 58T－177  ■41T－508＼ ナ⊃  

59T－189  40T－1．d0  

58T－185  

191羽9ス1帝   185羽  9具5帝  15d羽 995多  157羽 1DO．0努  

7d．9   80．0   75．0   7 79  

198   1d 8   1．85．   19D  

58．9   599   58：7   5 ス4  

2，d5D   2，585   2，74 5  

十芋  
2，426  

82羽  98．8悌  105羽  95．2肇  97羽   95．9帝   

2 d4   

27d   ’2dl  

収容潟舎の鞄合で  
初産当時日曜琴問  

1  

と合せて14時間  

点灯   等あり  
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種卵堵は7ス9肇と菌床蟹より2．9帝政輯されたが．それ忙反比例して卯電は弓ス4，．gと   

1．・5g低下した。明確臼’令、体葡とも41年呟よりやゃ劣る硯箱を示した。このことは強い   

・Fr三潮を出来るだけ享けるため、41年鞠の轡摘ミを苛め種尊頓供用羽数を増したことにも起   

iqしているとも屠、われる。  

毛お、昭和45年繁矧て供用予建の鰍ま鰐2図に示すと卦少セある。   

仰  

呵稚の実稲採卵筍を護成するたリ）に甥良家系の組合せ郷韓を昭子ロ59年直より電場している吾が．  

その一斗より当P系環を供即した戌甥を珊一賞す九げ笥2真のとおりである。  

1．第2表の組合せ試験仕恩の計画した東日本地区のものと、都槌の組合せ封よび当傾が農業改良普   

及所の協力を得て民間の粍卵登殉矧そ委託し 当場の試験方法と同じよ．うー・てして実施したもわ  

でぁる。  

l
・
1
－
■
1
二
1
1
～
－
■
－
1
L
－
1
－
－
J
二
．
．
】
 
 

民間忙委託した武郎直、潔畢場所Aは酋多攣鱒増水蘭現場、B更北多準郡乙幡茹鶏場、C古  

市多解職ヨ粁蕃卿昂で、そ牢ぞれの担当地区農業改良常及子細楷導のもとに実均しも   

2
 
 

当均ヨレグd宗かよぴB系蜂との交弧午よる成確を華2棄より年度別：組合せ別にまとめろ  

と巧5メモのとかりである。   

ロリグd薫搾とロードP森野の交配は59年、4〔年、4ニ1年とぅケ年購縄して童施した。宣  

さ少年10区の平均で翠付よ少150打合までの育成率94界、1・51日合たら5dロ巳令亘  

での－用布撃わ疫は77傍、50頭産卵日令1る2日、開始時（151ヨ今時）：勒で如た寵  
、  

外車（へr′」ゥス）‥努、151日合時より中生存延羽数で如た種和寒〈へソディ〉占咽ミ  

10．ケ月令持前後5日間P平均理明57g、10ケ月今時体覆約2．2▲00g、先帝成羽聖の1  

羽1日当りの！摘周章4Dgセ也嘲勺安定じた成イ笥を示しているへ  

・l∃．レタ白系躇との交配は414咄甲みであるが司一級合せを4ケ所で行なった。その4ケ所  

の成績の巾も少なく平均して：射醸95牒、残存率80烙、50財産粧闇鳶15る日ミ産卵率  

へソケ、ウスd8多、ヘンディ74帝、1ロケ月卵軍る1g、1羽1酎5りの：‘七味月時44痩と  

すぐれを戌横な示し、同時忙軍縮した白レグd系雄との交配よ少も第5衆に示すとぉ少各項目  

ミともすぐれてい－る。  

以上の成喝から白レクd系、B系雄とロードP系灘との交配は現時点においては実甲採卵囁こ  

として十般に配付してさしつかえ夜ぃものと思われる。  

一∴  
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第5表 白レクd薫、B系唯と ロードP系・堆との  

交巧己忙よる雛の5 0口 日間の名鑑合環境  

j宰  50鴫卵  1ロケ月合喀   1〔］1羽  

区の徽  育成窄  残存率  当 カ  
虔   日令   

59  d×P  2  95   7∈‡  175  d5  77   57  2．0．50   40   

40  d；×P   4  9d   85  159  69  7d   57  2，500   59   

41 - dXP  4  92  72  157  d5  75   57  （1．990）   41  

95  80  15占  d8  74   る1  （2．200）   44   

㌍葦  dxP  四   94 ‖  77  1d2  d占  d8   
57  2，18D   40   

5・昭和や2年暖は昭和41年碇までの成矯を考噂Kいれて弔2賽およひ窮4表に示すとおり占  

－げ系を供閉しd組合せ実施した。41年夜までの成増陀り白レタd系およびB系とロ」  

ドP幕甲相性は比榔均すぐれていると判定されるので、42年嗟の交配は；雫来り貴重を考慮陀  

いれて噌交配について試顆した。東日本地「夏の組合せとして埼玉県菱筍試の白レク（ガーバ⊥）   

との正女呪および5元交祀と当埼葦嚢5系埼での5元交楕2について行在った。   

笥4衷は短期戒顎であるから500R合せて忙は多少の変化はあると思われるカ＼比較的す   

ぐれた成増を示す区も多く、－－一役把配付してもさしつかえ夜いものも出るめではないかと推森   

される。こ  

第4義 昭和4 2年噂ロー・ドP系統を供用  

しての組合せ成暦（短期成績）  

交鞋様式  50多産卵  
区の徴  育成率  残存率  当  

雄 雌   日令■   

P x d    ロ   95  92  1る5   67   7t〕  55  2．290   55  

P 〉く B   100  100  1d7   75   75  dl  2．290   41  

埼玉白レク  
Ⅰく ×p   92   9d ‖  1（id   7∠l   7d  dO  2．520   4口  

埼玉白レグ  Kx（d〉くp）  口  108  － 98 ‖  ‡1d7  70   71  59  ≡2，270   58  

l  97  98  1（；2   71   72  59  （2．25D）  59  
仁Bx（dxP）  4   9D  ご7  1d5   71   72  dO  （2，1川）  40  

ー18 2－   



Ⅳ）かわカ忙  

当壌ロードP系統は閻で輸入したParmellter系を旧大宮使古牧場より導入し、昭和58年  

エわ明鎖鴫群として密使を准めてきた8その繹遇および成横は第2図に示すとお少である。  

P系な供用して電荷欄モ匪のための組合せ試験の成績は第2表、第5表、第4表に示すとお牒   

で、比較的現在の時点ではすぐれた成祷を示している。P系横凝集存率、産卵牲はすぐれている   

と智われるが体頂、初韓日令など今後攻撃すべき賓柔も充分にある。しかし閉鎖鞠群としての輝   

の大きさは200羽穣喝しかもてずiすでに5世代を経過している甲で今後の改良育稚の閑特性   

が懸念されるが、革性を失なわをいよう欠点は徐々K改善しながら碓持してぃきたい所有である。   

大方の御批判と鰍巨頭を封願いする吹帯である。  

－1巧 ア・   


